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複合機とビジネスアプリケーションとの連携
藤原　勝良
ドキュメントシステム事業本部　販売推進部

ソリューションビジネスという言葉が広がってからかなりの年月がたちます。当初の何にでもソリューション
という言葉をつけてアピールするという時代から，実ビジネスにマッチした形で商品と一体となったソリュー
ションの提供が行われるようになってきました。複合機においても，本体及びその周辺機器等のハードウエア
中心の販売手法から，アプリケーションソフトを組み合わせたソリューションビジネスに転換が進んできてい
ます。ここでは，複合機とアプリケーションソフトとの連携について，当社独自のプラットフォーム技術である

「Sharp OSA®」の特徴などを含め，具体的な事例をあげて紹介します。

1	 複合機ビジネス及び機能の変化

複合機を中心とするドキュメントビ
ジネスも，本体を中心としたハードビ
ジネスの時代からアプリケーションソ
フトを含めたソリューションビジネス
の時代に大きく動いてきています。機
能的に言いますと，ネットワークに接
続されてPCのアプリケーションソフ
トと連携することが重要な鍵を握るよ
うになってきました。
複合機はアナログ複写機の時代から
デジタルの時代に変わって，飛躍的に
色々な機能が搭載されてきました。「複
写機能」に加えて複合機と呼ばれる所
以である「ファクス機能」，「プリンタ機
能」や「スキャナ機能」が基本機能とし
て付加されてきました。また，セキュリ
ティの観点から，使用する人を特定す
るために個人を認証する機能や，不正
なコピーを禁止するドキュメントコン
トロール機能，スキャナで読み取った
データを何度も活用できる様に複合機
本体内のハードディスクに保存するド
キュメントファイリング機能などに加
え，操作性向上に向けて，操作パネルに
おいても液晶表示とタッチパネル機能
が当たり前になってきています。そし
て最近ではアプリケーションソフトが
もっている機能までも複合機本体内に
搭載するようになってきました。しか

し当然のことながら本体内に組み込め
るソフトの容量には限界があって，結
果としてアプリケーションソフトがも
つ機能の一部しか搭載することができ
ません。
この様な状況の中で，ソリューショ
ンビジネスとしてどのように多様なお
客様の要求に応えるのかが，大きな課
題としてあがってきています。

2	 複合機技術の変化
複合機はここ最近特に，PCとのデー
タのやりとりを中心としたネットワー
クに関連する機能が充実してきまし
た。しかしながら，PCから見た複合機
の位置づけはあくまで周辺機器でしか
なく，端末の働きしか一般には求めら
れていません。また，複合機側からもそ
こは大きく踏みはずさずに，前述の様
にもっぱら複合機そのものの機能の充
実に努めてきたものです。しかしなが
ら，「Sharp OSA」は，その考え方を根本
的に変えるもので，複合機側に各種の
機能を持たせるのでは無く，PC側のア
プリケーションソフトと複合機を，親
和性をもって結合するためのプラット
フォームとして開発されました。
これによって，複合機端末からPCア
プリケーションを操作できるようにな
り，PCアプリケーションソフトの機能
を複合機があたかも持っているかのよ

うな状況になります。そして，スキャン
やプリントなどの複合機機能との連携
があるアプリケーションの機能は，複
合機の操作だけで完結するように親和
性をもって結合させることが可能とな
ります。

3	 Sharp	OSA
プラットフォーム技術「Sharp OSA」
は複合機の持つ API（Application 
Program Interface）を ネット ワーク経
由で公開し，そのAPIを介して外部の
PCアプリケーションから複合機の機
能を操作できるようにしたものです。
図1はシステムの概略図です。複合機
側にはスキャン機能やアカウント機能
及び，操作パネルの表示とタッチパネ
ルキーのカスタマイズができる「Sharp 
OSA」APIが準備されています。また，
複合機の操作パネルには液晶表示と
タッチパネルキー機能をもっていま
す。このAPIに対して，PCのアプリケー
ションシステム側からそのアプリケー
ションソフトに応じた接続モジュール
を開発して，複合機の操作パネル表示
とキーや，スキャン機能とアカウント
機能をコントロールするようにします
と，複合機を含めたアプリケーション
システムが開発できます。
外部のPCアプリケーションと複合
機を結合させる為には，このAPIに対
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（1）SharpFilingソフトとの連携
最初にSharpFilingソフトとの連携
について紹介します。SharpFilingソフ
トは電子データをPCのメモリにファ
イリング保存して，これを活用する為
のアプリケーションソフトです。紙の
ファイルとのイメージを共通にするた
めに，PC側のユーザインタフェース
画面も，バインダやフォルダの構成に
なっています。従来，このSharpFilingの
特定のバインダやフォルダにスキャン
した文書を登録するには，まず，複合
機などを使って紙文書をスキャンして
電子文書に変換してPCに送りこみま
す。この時，送りこまれた文書はアプリ
ケーションによって特定されたトレイ
に自動的に入ります。そして次に保存
したい場所つまりバインダやフォルダ
を直接PC側で指定して行っていまし
た。一方「Sharp OSA」接続を利用する
と，スキャニングから保存までのプロ
セスを複合機の操作パネルだけで完結

応した接続モジュールを開発する必要
がありますが，「Sharp OSA」ではネッ
トワークにおける標準的な技術を採用
していることと，複合機側のソフトを
開発するのでは無くPC側のソフトを
開発しますので，豊富なメモリ等のリ
ソースが使え，既存のアプリケーショ
ンスキルの延長線上の技術が活用でき
て，短期間での開発が可能となってい
ます。このプラットフォームを活用し
ますと，複合機の操作パネルとキーの
操作で，アプリケーションソフトの操
作を行うことが可能になりますし，ア
プリケーションソフトに対応した接続
モジュールの開発を個々に行えば，そ
れぞれの顧客にマッチした操作を準備
することも可能になります。
図2はPC側のアプリケーションシ
ステムによってカスタマイズされた操
作パネル表示の例です。「Sharp OSA」
では，連携アプリケーションソフトに
関して，独自の操作パネル画面と操作

フローを効率的に作成できる仕組みと
なっています。従って，そのソフトの特
徴に応じて操作性に統一感のある，使
用しやすいユーザインターフェイスが
作成できます。
以上のように，PC側にはバックに複
合機と接続コントロールしたいアプリ
ケーションソフトがあり，このソフト
と複合機との連携コントロールを決め
る接続モジュールがあります。複合機
とは，操作パネルの制御と複合機の機
能の制御をそれぞれ行って，複合機と
データの受け渡しを行います。これら
の全体を制御する部分が「Sharp OSA」
の接続モジュールであり，ここを開発す
ることによって，複合機を含めたアプリ
ケーションシステムが構築できます。

4	 具体的な事例
前述の技術的内容を簡単なアプリ
ケーションソフトと連携した具体的事
例をあげて，この動きを説明します。

図1	「Sharp	OSA」システム概略図

図2	「Sharp	OSA」による複合機の操作パネル表示例
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します。つまり，複合機の操作パネル
にはPC上のアプリケーションである
SharpFilingの画面にでてくるバインダ
名やフォルダ名を表示することができ
ます。従って，紙文書をスキャンして保
存しようとする場合に，保存先である
バインダやフォルダを複合機の操作パ
ネルから直接指定して作業を行うこと
ができます。この結果，紙文書をスキャ
ンして電子文書に変換させ，特定のバ
インダやフォルダに保存する作業を標
準化し，簡単にすることを実現します。
つまり，紙文書を電子ファイリングす
る作業が簡単な操作で実現できること
をあらわしています（図3）。

（2）名刺管理ソフトとの連携
次にメディアドライブ株式会社の名
刺管理ソフトとの連携について紹介し
ます。従来この名刺管理ソフトに名刺
データを取り込むには，専用のスキャ
ナや汎用のフラットベッドスキャナを
用い，PCを操作して行っていました。

「Sharp OSA」を活用しますと，複合機
の操作パネルで「名刺管理連携」を選
択し，名刺を複合機のテーブルに置い
てスキャンを行えば，名刺の内容を読
み取って，自動的に名刺管理ソフトに
登録されます。名刺は縦書き横書きを
気にせず，また標準の透明の名刺入れ
を使用すれば一度に10枚までスキャ
ンして登録する事ができます。アプリ
ケーションソフトがもっている文字認
識エンジンによって，スキャンイメージ
から自動的に文字を認識し，各項目へ
テキストデータとして振り分けられ，ス
ピーディーな名刺管理が実現できます
（図4）。
以上二つの簡単な事例を紹介しまし
たが，もっと複雑なものも含めて数多
くのアプリケーションソフトと複合機
の連携を「Sharp OSA」を活用して実現
しています。今後も更に新たなアプリ
ケーションソフトとの連携を行って，
幅広くソリューションビジネスに対応
していきたいと考えています。

5	 おわりに
商品単品では限られた機能しか実現
できませんが，このようにネットワー
クを介してシステムで機能を実現す
るとその限界が大きく広がっていきま
す。ただその考え方は，別に特殊なこと
では無く，サーバ・クライアントPCシ
ステムではサーバベースのアプリケー
ションがどんどん広がっていることで
広く知られているところです。しかし
ながら，PC以外の商品との連携につい
ては殆ど例がありません。ここでは，複
合機とPCアプリケーションソフトとの
連携について紹介しました。このよう
な考え方や方法は，他の商品にも応用
が可能で，そうすることによって更に
新しいシステムが提案されるのではと
考えています。

図3	「SharpFiling」とのシステム連携図

図4	「やさしく名刺ファイリングPro」との連携システム


